
 

 

 

 

 

 

〇道徳地区公開講座 ありがとうございました。 

 なかなか学校公開ができず、１年生の授業に取り組む様子をお見せすることがかないませんでしたが、

先日の１０月９日（土）に学校公開および道徳地区公開講座が行われました。考えたい道徳項目として、 

A・B 組は「自主・自立、自由と責任」、C・D 組は「思いやりと感謝」、E・F 組は「礼儀」について、それぞれの

題材で考えを深めました。ローテーション道徳ということで、担任以外の先生からの授業でした。考える道

徳項目はそれぞれ違いますが、真剣に題材に向き合い、それぞれの考えを交流する姿はとてもすばらしか

ったです。 

 ただ、この姿を授業内だけにするのはとてももったいないことだとも思います。思春期も手伝って、なか

なか自分から語り出せない生徒もおりますが、ぜひご家庭でも道徳でどんな授業をしたのかや、どんなこ

とを考えたのかなど、会話をしていただければ幸いです。 

〇生徒会朝礼 後期委員会・係決め 

  １１日（月）には生徒会朝礼が開かれました。ここでは、各委員会の前期委員長からの言葉があり、１学年

の学級委員長も舞台に立って話しました。 

また、その日の学活では、各クラスで後期委員会・係決めを行いました。前期委員会・係の方々、お疲れ

さまでした。委員会活動では、今まで３年生が中心となり、１年生のみんなを引っ張ってくれました。しかし、

後期でその体制のままではいけません。３年生任せではなく、２年生が中心となり、１年生はより積極的に

２年生をサポートします。 

 さて、ここで大事となってくるのは「引継ぎ」です。なかには前期

に続いて後期も同じ委員会や係りをする人もいるでしょう。しか

し、新しい委員会や係りにチャレンジする人も当然います。その人

たちがゼロからのスタートでは、前期の貴重な「経験」が生かされ

ないことになってしまいます。後期に新しい委員会や係りにチャレ

ンジする人には、前期で経験をした人から、仕事の内容や気を付け

るべきことなどを活動が始まる前に伝えられるといいです。 

 〇「凡事徹底」を再確認 

  「凡事徹底」。この言葉の意味がわかるでしょうか。わかりやすく

言い換えるのであれば、「当たり前のことを当たり前に」ということ

です。提出物の締め切りは守れていますか？机の中に置き勉して

いませんか？個人ロッカー内の整理はできていますか？傘を放置

していませんか？日々の忙しさを言い訳にしてしまいたくなります

が、「凡事徹底」ができる学年であってほしいと思います。 
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〇教育実習終了 中川幸歩 先生 （教育実習生） 

  ３週間に渡る教育実習が本日をもって終了しました。一生懸命に授業を計画し、教科指導したり、みん

なと楽しく会話したりと、教育実習生も生徒も共に充実している姿が見られました。お別れに際して、中川

先生にインタビューをしたので、紹介します。 

〇来週の予定 

 

 

 

 

 

 

1８日（月） 表彰朝礼、通常授業 

１９日（火） 通常授業 

２０日（水） 通常授業（５時間授業）、各種委員会 

21日（木） 校内研修 

（午前中授業 Ｆ組は５時間目あり） 

22日（金） ６校時 歯科講話 

Ｑ１、石神井西中での教育実習はいかがでしたか？ 

Ａ１、小学校でも教育実習をしてきたのですが、小学校と中学校の違いがかなりあって、いい意味で

驚きました。 

Ｑ２、それは具体的にどういうところで感じましたか？ 

Ａ２、授業では、小学校では児童に対して丁寧に説明する機会が多くあったのですが、中学校では、多

くの生徒に「考える力」や自分の考えを「表現しようとする力」があり、その積極的な姿勢に驚か

されました。また、部活動ではテニス部に参加させていただきましたが、部員のきらきらした表

情や楽しそうに活動している雰囲気が、小学校では感じられないところだと思いました。 

Ｑ３、教育実習中の一番嬉しかったことや苦労したことを教えてください。 

Ａ３、嬉しかったことは、すれ違うたびに元気よく挨拶をしてくれたことです。苦労したことは、毎回の

授業の計画を立てることでした。 

Ｑ４、最後に、生徒たちに一言お願いします。 

Ａ４、これから先、楽しいことはもちろん、ときには苦しいことだってあると思います。あっという間に

時は過ぎてしまいますが、人生において、中学校の３年間は本当にかけがえのないものだと思

います。１日１日をぜひ大切にしてください。３週間の教育実習を通じて、中学校の先生になりた

いという思いがより強くなりました。今後も、みんなに負けないように頑張ります。 

 

中川先生、３週間本当にありがとうございました。 


